




The learning support system for non-native Japanese speakers 































































































































































































日本語レベル 1一渉1．5 1－＞2 2・一＞2．5 2－｝3
学校生活への適応状況 まだ支障あり まだ支障あり あまり支障ない あまり支蹄ない
回答数 3 9 13 5
なお「1．5」及び「2．5」は同一レベル内での向上が見ちれたことを示すため，華者が便宜上設けた。
　このアンケートで寄せられた学校からの要望としては，派遣回数の増加及び派遣の継続がほとんど
で，該当生徒の母語がわかる人の派遣の要望もあった。また，担任と指導協力員との連携のための時
間がとれないとの指摘もあった。指誉協力員によるカウンセリング効果を評価するコメントも見られ
た。
4－3．教員加配による日本語指導が必要な児童・生徒への対応例
　日本語指導が必要な児童・生徒に対応するため，平成20年度は新潟市では2っの小学校へ，各1名
’s　http・〃www．m・xtg・jp／しm・・u／h。・d。・／2。／⑪s／。8。730u／。ol／。01・htni畑1手斗学省：「躰評｝柵が必要な夕F［コ｛］ノk
　児肚生徒の受入れ状況」（｛3旧本話指1斗を受けている児1阻ヒ徒数）によれぽ．EI木請指導が必要な外［．lll人児童生徒のうち、
　実際に指導を受けているのはS3．5％で，前年に比べ2，1驚減少しているという。
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の教貝の加配があった。筆者は平成20年（2008年）12月に，このうちの1校の担当教諭を訪ね，話
を伺う機会を得た。
　加配教貝は，日本語教育の経験者でなく，単に県かち当該校へ教諭が1入増貝されるということで
ある。この学校では，加配された教諭が日本語クラスを担当するわけでなく，もともと同校に勤務し
ていた教諭が日本語クラスの担当となったそうである。日本語クラス以外に，他教科の授業も担当し
ているという。それでも通年で工人の児堂がおおむね1日1時間（45分）は日本語指導を受けられる
よう1嗣品1割が組まれておリ，指導協力者の派遣時澗数に比べ圧倒的に恵まれているといえる。また1ク
ラスは，学年と日本語のレベルが近い2，3人から構成されている。この点も，主に1対1の取り出し
式で行われることが多い指導協力者の日本語指導との大きな違いである。年少学留者にとって，共に
掌ぷ友達がいるということは大変な励みとなる。また，担当者が常勤であるため，クラス担任との連
絡が取りやすいという利点もある。実際，必要に応じて日本語以外にも他教科の学闘をすることある
という。
　この教輸の話では，個人差はあるが，1年で日常会話やひちがな，カタカナは学習できても，やはり
各教科の学習言語を智得するには一卜分とは言えないという。特に高学年になって来日した児童は，学
年相当の教科嘗の雷葉は難しく，教科学習に支障がないレベルになるには，到底1年では足りないと
いう。高学年の国語，社会などの，教科書を読むこと自体が大変な教科については，それぞれの母語
の翻訳版が利用できるように教材をそろえてほしいとのことであった。いくつかの教科書の翻訳が利
用できるようになってはきた1　fiが，まだ全ての教科について十分そろっていないし，その存在が現場に
知られていないのが現状である。現在は担当教諭が日本人の児童用のドリルや英会話教材のカードな
どを利用しながら，様々な工夫をしつつ日本語脂導と‘学習支援を行っている。しかし，学年が上がる
につれて，日本繕を母語とする児童向けのドリルなどは，漢字表記が増加し，話し言葉とは異なる語
彙が多く出てくるため，日本人と同じ教材を使うことはより困難になるb担当教諭の話から，特に中・
高学年が母語でも読めるような国語や社会科の教科魯の翻訳版や母語の問題集は有用性が高いといえ
る。
　また，この加配措1ヒliは年度ごとに決まるということで，12月時点では，次年度に加配があるかどう
かは未定だった。また加配があったとしても，人箏異動などで，同じ教諭が担当できるかも定かでは
1篶餓鷹1‘aldd°sc°pe・j・／index抑m1「中学：校繍斗川畑雫斗学：蹴瀬斗：i！F多言1謝酬ト」・・
薙膓算麗㌣1駿習贈P蝶望曇騨｛°llし糊甥糊鍵灘；織轟識ll吾1鰍祭野騰1嘆？
　ン語．中国語）力呼II用できる。
　さらにSl：数についてはhttp・〃www・keins・city．kawa・aki．jp／・。1・te・t／t・iy・ku／t・iyaku，htm脚肺：「一”：数六ヶ国語
　対訳集jが利月1できる。
また・httP・”www・m・xt・9・jp／・．me・u／sh・t。・／d・・in・t／003／。。1．htm＃・。8郊15科学省：「帰1垂1・夕鋼規童生徒鞘
ll難雛襲薪1覇雛騰講鱒鞭騰薬戴鵜辮響簗擶
鼎牒蟹鷲j撚躍縄llla「in・t！°°3／°D1／°°alltm燗儲・「物￥∫翻るJSLカ1陥
また・　i’1’狽戟f校については・平1・軸犠に国語・～絵・数学卍蹴嬬｝の5獅｝についてまとめられた。’http、／／www．
灘鷲濃膿1撫鵬鼎1鵬蹴い騰灘鷺J慕1編鵬鱗鉱、
　教師が，日牢請をほとんど理解できない児童生徒を相手に、すぐ利用できる教科学習用の教材開多邑ほまだ緒についたば
　カ・りといえる。
”　At）‘p’／／ww’v．s…u・9°・jp／kekusai／pclf／s°n°ta－b5．・df総務省：多文化i［k－S：のtSl・進に購研究鋼1告li・！・r（・麟3
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新言胡】i1際｛LiVh｛ミ大・丁：情報一文化学㍑；1韮要
ないという。1年で教科学習に支障がない程度に日本語を習得することは明らかに困難であることか
ら，より長期的な視野で計画を立て，指導が実践できるような体制が望まれる。　　　　　一
5．おわりに
　以上，文部科学省の統計を概観し，新潟市の現状を見てきた。一方的な同化を求める論調から，「多
文化共生」を意識し孝方針が示されるようになったこと17は歓迎すべきことである。新潟市の数育ビ
ジョン13にも，「学校生活への適応性の促進や旧本語指導を行うとともに，それらの子どものもつ知諦
や経験を生かす教育をすすめること」と明確に示されている。しかし，日本語指導についても現状で
は十分とは言えず，ましてや日本語を母語としない児童生徒がもともと持っている知識や経験を生か
した教育をすすめる余裕は現揚には見られないeこのビジョンを単なる「お題目」にしないためにも，
学習老の母語がわかる人材の派遣や，翻訳教材の充実を図る必要があるだろう。日本語ができるよう
になってから教科学習を，というのであれば，教科学摺に支障がないところまで日本語指導ができる
体制を整えるべきだ。また，日本語は生活するのに最低限でいいとするなら，各教科を学習者の母語
で学べるような体制にしなければならないだろう。いずれにせよ，時問と予算が必要である。
　新潟市は，外国人非集住地域であり，1校に日本語指導が必要な児童生徒が集中することはあまりな
い。だかちこそ，外国人児童生徒サポートセンターのような機関，つまり日本語指導や母語による学
習支援者の派遣をコーディネートしたり，各種教材の準備や，担任や保護者の相談に応じたりする常
勤の専門家が所属する機関が必要であると思われる。特別支援教育サポートセンターの日本語非母譜
話者版のようなものである。その際，新潟市の近隣市町村についても調査し，新潟市のように非集住
型の自治体があれば，共同でこの問題に取り組むことも支援の効率を上げるのに，役立つだろう。
　新潟市の学校制度（1日の流れや年問行事）の紹介，就学資金援助制度，日本語指導協力者派遣制度
や，1転入学年を柔軟に決めるなどの措置などの情報は，転入してくる児蓮生徒，保護者のみならず，
現場の教貝にも必要である。教育委員会の学校教育関係のサイトやお知らせ類の多言語版を早急に用
意する必要がある。日本語がわからない人もhかる人もともに快適に暮らせる社会をH指す，言語而
でのノーマライゼーションがさらに推進されることを期待したい。
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